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 第８期高齢者福祉計画・介護保険事業計画（令和３年度から令和５年度）において

設定した「日常生活圏域」について、本市の高齢者施策等の状況等を踏まえ、日常生

活圏域の見直しを検討しました。 

 

１ 日常生活圏域とは 

介護保険法第１１７条第２項に「当該市町村が、その住民が日常生活を営んでいる

地域として、地理的条件、人口、交通事情その他の社会的条件、介護給付等対象サー

ビスを提供するための施設の整備の状況その他の条件を総合的に勘案して定める区

域」と規定されています。 

２ 本市の日常生活圏域数について 

 本市は平成２２年３月２２日に七宝町、美和町、甚目寺町の３町の合併により、あ

ま市となりました。 

 合併当時、地域密着型サービスの整備計画を立てやすい観点等から、「１圏域」と

し、現在に至っています。 

３ 本市の現状について 

 ①高齢者人口等について 

  【図表１】本市の合併当時（平成２２年４月１日）の人口は、８８，０７２人で、

高齢者人口、１８，１３６人、高齢化率２０．６％でしたが、現在（令和３年４月

１日）では、人口８９，０４５人、高齢者人口２３，１０７人、高齢化率２６．０％

となっており、４人に１人以上が高齢者になっています。 

  また、合併当時から比べると、１２年間で人口は約１，０００人の増加であるの

に対し、高齢者人口は約５，０００人、高齢化率は５．４ポイント増加し、高齢化

が進んでいます。 

【図表 1】                            各年４月１日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

あま市日常生活圏域の見直しについて 

（人） 

６４歳以下以外の数 

資料 ３ 



  【図表２】高齢者人口の推移を前期高齢者・後期高齢者別にみると、前期高齢者

は、平成２７年をピークに平成２８年以降は減少しているのに対して、後期高齢者

は合併当時から増加を続け、令和３年４月１日現在では、１２，１３６人と合併当

時の約１．９倍となっています。 

  後期高齢者割合では、合併時より徐々に高齢者割合が増え、ついには、令和２年

に５１．４％となり、後期高齢者が高齢者の半分以上となりました。 

【図表 2】                            各年度４月１日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【図表３】各地区の高齢者数と高齢化率は、七宝地区で高齢者数６，６８０人、

高齢化率３０．５１％、美和地区で高齢者数６，８４６人、高齢化率２８．２３％、

甚目寺地区で高齢者数９，６４４人、高齢化率２２．４８％となっています。 

七宝地区と美和地区は、０歳～１４歳（年少人口）、１５歳～６４歳（生産年齢人

口）の割合が、あま市全体と比べて低くなっており、６５歳以上（高齢者人口）の

割合は市全体と比べ高くなっています。特に七宝地区の６５歳以上（高齢者人口）

の割合は３０．５１％と高くなっており、市全体での割合と比べ４．４９ポイント

高く、３地区の中ではもっとも高齢化が進んでいます。 

  一方で甚目寺地区は、０歳～１４歳（年少人口）、１５歳～６４歳（生産年齢人

口）共に市全体の割合よりも高くなっており、６５歳以上（高齢者人口）割合は市

全体割合と比べ３．５４ポイント低くなっています。高齢化は他の地域に比べあま

り進んでいませんが、６５歳以上（高齢者人口）の人数は、３地区の中で最も多い

９，６４４人となっており、最も少ない七宝地区に比べ１．４４倍となっています。 
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【図表３】                          令和３年４月１日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【図表４】各地区の要介護等認定率の比較では、美和地区が市全体と比べ 

０．７４ポイント、七宝地区では、０．３６ポイント低くなっており、認定率が市

全体と比べ低くなっています。 

  一方で、甚目寺地区が１６．４３となっており、市全体の１５．６５ポイントよ

りも０．７８ポイント高くなっています。 

【図表４】                           令和３年４月１日現在 
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 ②介護サービス事業所について 

  【図表５】平成２２年４月１日時点での介護サービス事業所数は、４６事業所で

したが、令和３年４月時点では、１０７事業所となっており、約２．３倍の事業所

数となっています。 

  地区別で見ますと、令和３年４月１日時点では、七宝地区３０事業所 

（２０事業所増）、美和地区２３事業所（９事業所増）、甚目寺地区５４事業所 

（３２事業所増）となっており、特に甚目寺地区に事業所が増えています。 

  介護サービス種別では、施設、居宅、地域密着型それぞれのサービスがともに 

１２年間で増加していますが、特に居宅サービスが４０事業所と大幅に増加してい

ます。 

【図表５】介護サービス事業所数の推移 

  
 

③地域包括支援センターの現状について 

  【図表６】現在、本市に設置されている地域包括支援センターは、市が直接運営

している「あま市地域包括支援センター」と市から委託を受けた社会福祉協議会が

運営している「あま市社会福祉協議会地域包括支援センター」の２箇所となってい

ます。 

  市は高齢者等が住み慣れた地域で安心して尊厳あるその人らしい生活を継続す

ることができるよう、介護保険制度によるサービスのみならず、地域の多様な社会

資源を活用できるよう「地域包括ケアシステムの深化・推進」を目指し、高齢者福

祉計画・介護保険事業計画を基本とした、各種事業を実施しています。 

  また、高齢者等の尊厳ある暮らしを続けられるよう高齢者等虐待をはじめとした

「権利擁護業務」を実施しています。 

  市が直接運営をする「あま市地域包括支援センター」は、市が策定した認知症施

策をはじめとした各種事業を実施しています。 
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  また、あま市地域包括支援センターは基幹型包括支援センターとして、「社会福

祉協議会地域包括支援センター」との連絡調整、関係機関とのネットワーク構築、

包括活動の下支えとなる後方支援等の地域包括支援センター業務全体をまとめる

役割を担っています。 

  一方で「社会福祉協議会地域包括支援センター」は、七宝、美和、甚目寺の各地

区に相談窓口を設置し、より身近に高齢者等からの各種相談を受ける「総合相談支

援業務」を実施しています。 

  また、「包括的・継続的ケアマネジメント支援業務」として居宅介護支援事業所

（ケアマネジャー）や地域の介護サービス事業所への相談・支援も実施しています。 

【図表６】地域包括支援センター配置イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④地域包括支援センターへの相談件数と虐待通報件数について 

  【図表７】、【図表８】相談件数では、七宝地区３１３件、美和地区３２３件、甚

目寺地区４０８件となっており、高齢者人口が多い地域に比例して相談件数も多く

なっています。 

  しかしながら高齢者虐待通報件数では、高齢者人口が一番少ない七宝地区が１１

件と最も多く、続いて甚目寺地区１０件、美和地区１件となっています。 

 

【図表７】       令和２年度実績  【図表８】       令和２年度実績 
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４ 本市の現状と各地域の特徴について 

 先に述べた本市の現状から本市と各地区の特徴は次のとおりとなります。 

 【あま市】 

 ・人口の伸びは、合併当時から、ほぼ横ばいであるが、高齢者数は合併当時から増

加している。 

 ・高齢化率が２６％を超え４人に１人以上は高齢者となり、高齢化が進んでいる。 

 ・前期高齢者数は減少しているが、後期高齢者数は増加しており、高齢者の内、後

期高齢者の占める割合が５２．５％と半分以上となっている。 

 ・介護サービス事業所は、施設サービス、居宅サービス、地域密着型サービス共に

事業所数は増加しているが、居宅サービスが４０事業所の増加と大幅に増えてい

る。 

 ・地域包括支援センターの相談窓口は、各地区に設置しており、相談件数は、高齢

者人口に比例して相談件数が多くなっている。 

 【七宝地区】 

 ・３地区の中では高齢者人口は一番少ないが、高齢化率は一番高く、高齢化が進ん

でいる。 

 ・高齢化率は、３０.５１％と３地区の中でも一番高いが、要介護等認定率は 

１５．２９％とあま市全の１５．６５％より低い。 

 ・虐待通報件数が、他の地区よりも多い。 

 【美和地区】 

 ・高齢化率が２８．２３％とあま市全体の２６．０２％を超えており、高齢化が進

んでいる。 

 ・要介護等認定率が１４．９１％と３地区の中でも一番低く、元気高齢者が多い地

域と言える。 

 ・居宅サービス事業所数が一番少ない。 

 【甚目寺地区】 

 ・３地区の中で人口、高齢者人口が最も多い地区。 

 ・高齢化率は２２．４８％と低く、あま市全体の２６．０２％を大きく下回ってい

る。 

 ・高齢化率は３地区の中で最も低いが、要介護等認定率は、１６．４３％と３地区

の中で一番高い。 

 ・介護サービス事業所数は、地区に５４事業所所在しており、あま市全体の半分以

上を占めている。 

 

５ 日常生活圏域の見直しについて 

  本市の日常生活圏域は、合併から市全域を１圏域と設定してきました。第８期高

齢者福祉計画・介護保険事業計画（令和３年度から令和５年度）においても引き続

き、あま市全域を１圏域としていますが、次期第９期計画においては、面積や人口



だけではなく、地域の特徴などを踏まえて設定する必要があるため、見直しを検討

しました。 

  見直しについては、次の「①各地域の高齢化率と要介護等認定率」、「②介護サー

ビス事業所の整備」、「③地域包括支援センター相談窓口」の観点から圏域の再設定

が必要かどうか判断しました。 

 ① 各地域の高齢化率と要介護等認定率 

本市の現状と各地域の特徴から、高齢化率については、地区ごとに大きな違い

が見られるが、要介護等認定率については、高齢化率に比例していないため、高

齢化率や要介護等認定率の違いだけで、地区ごとに違う施策を展開することは適

切ではなく、市全体で施策を展開した方が適切であると判断しました。 

 ② 介護サービス事業所の整備 

介護事業所全体の配置では、甚目寺地区に集中しているが、高齢者人口等の観

点から判断すると適切な配置であると考えられます。 

また、市が直接整備可能な認知症対応型共同生活介護事業所をはじめとした地

域密着型サービスについては、合併当時から３地区にバランスよく整備を進めて

きました。 

   そのため、今後も、日常生活圏域ごとに整備計画を作成するよりも、市全体で

の整備計画を策定する方が、市民に理解を得やすいと判断しました。 

 ③ 地域包括支援センター相談窓口 

社会福祉協議会地域包括支援センター相談窓口は、市民との距離が近く、すぐ

に相談ができるよう各地区に設置しています。 

   また、高齢者等が各相談窓口に来所できない場合等は、積極的に自宅に訪問し、

相談等を受けています。 

   相談件数については、高齢者人口に比例する形で人口が多い地区ほど相談件数

が多くなっている。そのため、今後は、人員配置の見直しを行うことで解決でき

ると判断しました。 

   さらには、市民からの窓口増設等への要望が無い状況であり、ニーズにマッチ

していると考えています。 

   

以上の重点項目を含め、様々な角度から見直しの検討を実施しましたが、次期第

９期計画においても、日常生活圏域を引き続き「１圏域」とします。 

 

６ 今後の展開について 

  先に述べたとおり、本市における日常生活圏域は引き続き「１圏域」とします。 

しかしながら、今回の見直し検討で、各地区において各種様々な特徴が見られる

ようになってきました。 

  今後、本市においては、各種様々な特徴を正確に捉え、可視化をすることで「強

み」、「弱み」を整理し、特に「弱み」については、市全体の課題として施策に反映

していきます。 


